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＜連絡事項＞
・本日17:30より第1回法人研修(ビデオ研修)があります。各自参加しましょう。
＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・和田　昌様：東Bユニット3号室→西Bユニット23号室

・和田　みよ子様：東Cユニット5号室→南Bユニット103号室

【ユニット移動】
・北上　やゑ様：東Cユニット5号室→東合併症室
【入院】
・森　ヒデ様：東Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・小澤　和子様～便秘時センナリド2T　7回分処方となる。
・木村　格治様～昨日39℃台の発熱あり、今朝には解熱した経過を主治医へ報告する。主治医より発熱・疼痛時のIFオーダーとしてカロナール(200)2Tが追加となり、20回分処方となる。
・佐々木　美恵子様～点滴が5/6分迄となっており、主治医出勤日・薬局の休みを考慮して、田名部Drより5/7分の点滴を処方して頂いている。
・飯岡　裕子様～本人の身体症状悪化傾向の為、5/11午後に義兄様来院・本人との面会予定(主治医より許可あり)。以下主治医の診療録より。
【精神科】

依然血尿は顕著であり、潜血の排尿が目立つ。また顔色も不良であり倦怠感も顕著である。本人は自制内と語るが、背部痛や臀部痛も悪化し、臥床している事が多い。

【義理の兄へ電話で状態説明】

4月16日に輸血を施行したが、その後も血尿が続き、2週間後の血液検査で再びHb5程度と著明な貧血を認め、更にこれまで以上に下肢の浮腫などの含め心不全症状を認める。更に貧血に伴う身体症状の悪化と癌の転移や浸潤に伴うと考えられる疼痛も悪化している。疼痛に対しては引き続き内服薬にて対応していく予定である。本日より休日が続き、これまでのように輸血のための日赤の受診は行えない。さらに輸血の効果が続かず輸血以上に出血が顕著となっている事が考えられる事から輸血は行わずに対応する事も検討しなければならない状態である。また急激な出血や心不全や呼吸不全等による急変の可能性も高い。義理の兄からは上記について了解を得た。既に輸血の効果も乏しい事から今後の輸血については積極的には行わない方針とする。更に急変時にも転院や無理な延命は行わない事で了承を得た。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。作業療法中他病棟の患者様とトラブルになり途中退席している。以後他者トラブルや不穏さなく対応穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～妄想発言や過度な飲水行為なく対面時穏やか。
・木村　格治様～妄想発言なく穏やか。排泄時少量の黒色便確認。腹痛の訴えなし。
・飯岡　裕子様～自室にて過ごされている。不調の訴えないも活気のなさ見られている。腰痛は自制内。
・工藤　禮子様～帰宅要求や不穏さなく対面時穏やか。
・上田　恭子様～ホール内徘徊、他室侵入見られている。不穏さなく穏やか。
・北上　やゑ様～身体管理目的にて合併症室へ移動。バイタル異常無く、昼食はエプリッチむせ込みなく全量摂取。他は不食。点滴トラブル無く行っている。ケア時の抵抗等なく経過。
・舘合　寛様～食事全量摂取、むせ込みなし。介護抵抗なく落ち着いている。
・木村　文隆様～ホール内徘徊、他室侵入見られている。他者トラブルや不穏さなく穏やか。話し掛けに対し、的を得ない回答聞かれている。
・佐々木　美恵子様～バイタル異常無く、酸素飽和度の低下も無いが、時折、間歇的に痙攣見られている。呼吸抑制等は無い。開眼されるが、声掛けにも反応見られず。ライントラブル無く経過。
・田中　こよ様～胃瘻栄養はトラブルなく行っている。14：00体温38.2℃、クーリング、掛物調整にて16：00体温37.0℃に解熱される。他、バイタル異常は無い。酸素マスク外し頻回にあり、都度、介入要している。常に大声での独語聞かれている。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・中居　松男様～眠気強い様子ある為、本日より定期薬よりフルニトラゼパム除剤。
・藤井　崇史様～妄想的な発言あるが過度ではない。定期薬変更なし。
・河原木　泰志様～定期薬処方変更なし。
・助川　節子様～妄想発言は無く穏やかに話す。臨時薬変更予定なし。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：R2.5.1　12:54

氏　　名：森　ヒデ（もり　ひで）様

生年月日：昭和21年11月16日（73歳）

病　　名：妄想性障害・脳出血後遺症
合 併 症：高血圧

性　　別：女性

主 治 医：馬渡Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Bユニット1号室

(経過）

　現在有料老人ホーム「サンパークヴィレッジ」入居中。元々、お金にルーズ。又、他者の言う事に耳を貸さない性格。以前は妹の住むアパートの隣の隣に部屋を借り、独居生活していたが、H29年頃、妹へ対し難癖をつけ、怒鳴り散らす出来事があり以降は妹とも疎遠となっている。同時期より、感情の抑制がきかなくなり、被害妄想が強くなっていた。又、詳細は不明であるが、灯油を溢し体中にかかり化膿する出来事があった。R1年6月有料老人ホーム「サンパークヴィレッジ」入居。入居当初より作話や被害妄想、特定利用者へ対して不満を話す事などがあったが、徐々にエスカレートし他利用者が通れないように通り道に物を置いておくことや被害的な言動が目立っていた。妄想に左右され他利用者に対しても嫌がらせ行為や暴言などが続いていた。上記により、集団生活が困難となっているが、

このような状態で適応できる施設もない状態。むらかみ脳神経リハビリテーションクリニックから紹介・精神症状の治療の為、R2.5.1当院受診。診察にて入院加療への同意を得られた為、12:54東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。
